
実物と違う色で塗っても大丈夫です。自由な発想
を大切にしてください。描いた絵や塗った色を批判

や訂正をしないで、おおいに褒めましょう。
４歳を過ぎたら、好きな色で自由に塗ることとは別の観点
で色を塗る体験をしてみましょう。
実物の花・果物・魚・動物を観察をしながら
「本物と同じ色で塗ってみよう」「ゾウは何
色だったかな？図鑑をみながら塗ってみてね
」など、物をよく見る観察力を養いましょう。

Ｑ 実物とは違う色で
塗りたがります…

自由な色使いを楽しみましょう!

信号機の色は国際照明委員会や法令では「青」に
統一されています。交通信号機は「赤・黄・青」で

教えましょう。日本語は緑色でも「青」と表現することが
あります。例えば、緑色の野菜を青野菜、緑の葉を青葉、
緑のリンゴを青リンゴなどです。青と緑を混乱してしまう
のではないか、と心配かもしれませんが、
４、５歳頃にちゃんと「緑」と「青」の
区別がつくようになります。信号機は
「青になったら渡りましょう」で通しましょう。

Ｑ 信号は「青」「緑」
どちらで教えたらいい？

Ａ 信号機は「青・あお」です!

Ａ

７月

４歳・男児

３歳１ヶ月・女児

ママやパパからお悩み相談!

子育てＱ＆Ａ
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